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複数枚重ねのカード等を一括読み書きできるＲＦＩＤ技術を開発 

 
ニッパツ（本社：横浜市、社長：佐々木謙二）は、非接触 IC カードやタグを複

数枚重ね合わせた状態で、一括読み書きすることができる RFID 技術を開発しま

した。この新技術はこれまでの RFID が抱えていた重ね読みができないという技

術的課題を解決し、様々な分野への応用展開を可能にします。  
 
（ 注 ） RFID（ Radio frequency identification） 

電 磁 波（電 波）を 利 用し て、IC チ ッ プに 埋 め 込んだ ID 等 の 情報 を 非 接触 で読 み ／ 書き する こ と が

で き る 携帯 可能 な 電 子媒 体お よ び これ を含 む シ ステ ム。リ ーダ と の間 で 非 接触 によ る デ ータ 通信 が

可 能 で ある ため 、利 便 性や耐 環 境 性に 優れ て い る 。一般 に カ ード やタ グ 、ラ ベル等 の 形 態で 用い ら

れ 、 JR 東 日本 の Suica（ ス イ カ ）は その 代 表 例。 バー コ ー ドに 代わ る 物 品等 の自 動 認 識技 術と し

て も 期 待さ れて お り 、近 年様 々 な 分野 で実 用 化 が進 めら れ て いる 。  

 
１． RFID の課題  

これまでの RFID は、複数枚を、接触または重ねてリーダにかざした場合、RFID
同士が相互に影響し合ってデータの読み取りができなくなることがありました。

そのため実用されているシステムでは、RFID を１枚ずつ読み取るか、あるいは相

互に影響のない配置にするなどの制約があり、課題となっていました。  
 
２． 当社が開発した RFID 技術の特長  

今回開発した技術は、リーダと非接触で通信を行う際に用いる RFID 側のアン

テナを特殊な構成にすることによって、RFID 複数枚を重ねた状態でも全て一括で

読み取ることを可能にしたものです（特許出願中）。  
 
（１） １枚はもちろん 2 枚から 80 枚まで重ねた状態で RFID を一括で読み取る

ことができ、処理時間を大幅に短縮することができます。また一括で書き

込むことも可能なため､カード発行などの際には、重ねた状態のまま個別

のデータを書き込むことができます。  
 
 



（２） 国際標準である ISO15693（キャリア周波数 13.56MHz）に準拠した非接

触 IC チップであれば、この技術によって重ねた状態で読み取ることがで

きます。原理的には ISO14443 など他の規格に適用することも可能です。

また、リーダ機器は一般市販品を使用することができます。  
 

（３） カードやタグなど様々な形態の媒体や薄い形状に対応することができま

す。  
 

（４） 製造工法がこれまでの RFID と同様であるため、コストは従来製品と同

等です。  
 
３． 今後の展開  

今回開発した RFID 技術の応用製品の第一弾を今年９月までに商品化する予定

です。その後、契約書・カルテなどの重要書類管理システム、工場の生産管理シ

ステム、図書・レンタル品などの物品管理システム、各種カード利用システムな

ど幅広い分野へ展開していく予定です。初年度売上高は約５億円を見込んでいま

す。  

 ニッパツが独自に開発した RFID 

 ＩＤカードなどを重ねて一括で読み取ることが可能 

 
 

以上  


